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１，はじめに 

 日本は観光立国を目指して外国人観光客を招致した

結果、2017 年の訪日外国人旅行者数は過去最高であっ

た 2016年の 2,404万人を更に上回る 2,869万人となり、

5 年連続で過去最高を更新した。一方、日本は自然災害

多発国であり、2011 年東日本大震災をはじめ、2018 年

6 月大阪府北部地震や 2018 年９月北海道胆振東部地震

等は、多くのインバウンド観光客を困惑させた 1)。その

要因として、日本の自然災害や防災対策に関する知識

の欠如とともに、言葉の問題がある。そこで、筆者らは

翻訳エンジンを用いたインバウンド観光客の支援につ

いて研究している 1),2)。 

 本研究は、インバウンド観光客が訪日の直前あるい

は来日直後に、日本の防災について学ぶことのできる

AI 防災チャットボットを開発することを目的とする。

地震災害、火山噴火の自然災害を対象とし、災害発生の

メカニズム、身を守る方法、さらには日本の災害対策に

ついてよくある質問と回答、すなわち FAQ（Frequently 

Asked Questions）を作成し、日本人をテスターとしたチ

ャット実験を繰り返し、日本語コーパスを作成した。本

稿では、この日本語コーパスを中国語に翻訳した中国

語コーパスを作成し、AI 防災チャットボットを試作し、

チャット実験を行った結果について説明する。なお、AI

には IBM の Watson を用いている。 

 

２，中国語コーパスによるチャット実験 

 まず、中国各地に分散する 20 代の中国人 10 名をテ

スターとして、AI 防災チャットボットを用いたチャッ

ト実験を実施した。テスターは、日本に来たことがない

男性 5 名と女性 5 名で構成される。チャット実験のシ

ナリオを 2 種類用意した。その 1 つは初めての来日で

東京のホテルで地震の発生を心配して、チャットで聞

いてみる、もう一つはつぎの訪問地である富士山麓で

富士山噴火が不安になりチャットで聞いてみる、とい

うものである。それぞれ地震、火山噴火について、チャ

ットボットを使って各自が納得するまで知りたいこと

を質問してもらった。図 1 は検証用の AI チャットボッ

トを用いたチャットの例を示す。 

 

図 1 中国語によるチャット実験の画面例 

 

表 1 チャットの分析結果とコーパス修正の一例 

 

 

表 2 回答できなかった質問文とコーパス修正 
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３，実験結果の分析とコーパスの修正 

実験のチャットをエクセルファイルに出力してログ

を分析し、あまり適切ではない文章の質問を抽出した。

表 1 は別の表現が望ましい質問文と、そのより適切な

質問文、ならびに対処方法としてのコーパスの改善に

ついてまとめた一例である。 

表 2 はチャットにおいて回答に至らなかった質問文

である。これらに対しては、コーパスにこれらと同様な

質問を追加するとともに、回答にも工夫を凝らして修

正を行った。さらに、回答を想定していなかった質問、

あるいはやや不明確な質問である。例えば、マグマの温

度や火山ガスの温度ではなく火山噴火の温度という曖

昧な表現ではあるが、これらにも対処できるように、質

問を増やし回答を工夫するコーパスの修正を行った。 

この実験の後、これら 10 名のテスターが何回質問を

行ったかについて、地震と火山噴火のケースで回数を

記録した。また、各テスターには、チャット実験の後、

理解度、満足度を確認した。理解度ならびに満足度につ

いては、それぞれ表 3、表 4 に示すレベルについて文書

で説明した上で、どのレベルであったかをテスターに

回答してもらった。 

 

４，コーパス改善後のチャット実験の結果 

上記のような中国語コーパスと修正するとともに、

日本語コーパスにも改善を行った上で、再度中国人を

対象としたチャット実験を行った。実験のテスターは

中国人 10 名で、前回の実験とテスターと 9 名を入れ替

えたが、前回の実験で理解度、満足度とも 3 と評価し、

想定していなかった質問をした 1 名については、改善

後の評価を確認するためにもう一度チャット実験に参

加してもらった。 

図 2 に理解度と満足度に関するアンケート結果を第

1 回と第 2 回の実験結果を比較して示した。図に示すよ

うに第２回の実験では、理解度、満足度ともに 9 名が 5

の評価となり、4 と回答したのは 1 名のみであり、その

1 名は第 1 回の実験の参加者であった。 

 

５，まとめ 

 インバウンド観光客が事前に防災を学ぶための FAQ

より、日本語コーパスと中国語コーパスを構築した。チ

ャット実験を通して、コーアパスを改善させる方法を

提案し、その有効性を検証した。 
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表 3 理解度レベル 

理解度 理解度を表す具体的な状態 

５ 災害時に取るべき行動を理解することができて満足

した。 

４ 誰に何を聞けばよいか、何を見ればよいかがわかり、

安心することができた。 

３ 災害に関する用語の意味は理解した。 

２ なんとなく理解はしたが、不安はあまり解消されてい

ない。 

１ よく理解できず、質問する前と変わらず不安のまま

だ。 

 

表 4 満足度レベル 

満足度 満足度を表す具体的な状態 

５ 日本を旅行する際は、是非、使いたい。 

４ 使ってみたいと思った。 

３ どちらでもない 

２ あまり使いたいとは思わなかった。 

１ 使いたいと思わない。 

 

 

(a) 満足度に関する評価結果 

 

(b) 理解度に関する評価結果 

図 2 実験後のアンケート結果の整理と比較 
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